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 本論文の題目に示された「武士道野球」は、アメリカ伝来の野球が明治期の日本におい
て武士道的に再解釈された野球文化を言う。 
 本論文は、この日本的新解釈文化である武士道野球が植民地台湾にどのように定着して
いったかを、日本側と台湾側の資料を用い、歴史学と文化人類学の方法を総合して論じよ
うとしている。 
 台湾において野球は、日本の相撲が国技と称されるように「国球」と呼ばれ、最も人気
のあるスポーツのひとつとなっている。その野球は 1895（明治 28）年の台湾割譲を機会に
日本からもたらされたが、その武士道的日本文化性は第二次大戦終結に伴う日本撤退の後
もなお、今日に至るまで台湾野球に認められる。 
 武士道野球はこれまで日本のスポーツ研究において度々取り上げられたが、その台湾へ
の伝播については研究着手を見ない。事情は台湾においても同様であり、本論文はこの点
に高いオリジナリティーを持っている。 
 本論文は序章と四つの章、そして結章とから成る。 
 序章では研究の目的と方法が述べられ、先行研究が検討される。先行研究として日本と
台湾において発表された野球の主に歴史学的研究と社会学的研究が網羅的に検討され、武
士道野球の台湾伝播問題が未発想であったことが確認される。 
 第一章「武士道野球の誕生」では、明治期にアメリカから招来された野球がどのように
武士道化したかが、先行研究に依拠しつつ再構成される。しかし、史料がたんねんに解読
される中で、またこれまでの研究が用い得なかった新史料によって、武士道化の開始過程
に新しい知見がもたらされた点は、大いに評価される。 
 第二章「武士道野球の台湾への伝播」では、台湾における野球が、まず植民地台湾に赴
任また来台した日本人によって開始されるが、1898 年に台湾総督府が台湾漢民族（台湾人
の 9 割を占める）子弟の日本国民化のためにもうけた初等教育機関である「公学校」の体
操科授業を通して普及するようになったこと、そしてその野球が、のちに「武士道的気迫」
として展開される規律教育を重要な内容として孕んでいたことが再構成される。 
 第三章「原住民アミ族の『能高団』チーム：武士道野球と理蕃政策」。1895 年 5 月漢民族
は日本の台湾統治に「台湾民主国」を宣言してこれに抗したが、日本軍上陸と共に一戦も
交えることなく撤退したのに対し、長らく頑強に抗戦したのが先住民（オーストロネシア
系。日本統治下では高砂族と称された。今日では法律上「原住民」と称すため、本論文も
これに従っている）であった。総督府は当初武力に訴える解決を選択するが功を奏さず、
その結果、彼らを教化する理蕃政策に転じる。原住民醇化の背景には、彼らの居住する広
大な台湾高地が豊かな森林資源を有しており、その安全な利用の実現という植民地経営政
策があった。理蕃政策は様々な方法を取ったが、野球が江口良三郎によって採用される。
江口は総督府警務局理蕃課長を務めるなど理蕃政策のいわばスペシャリストであった。花
蓮港庁長在任時（1920-1926）に、原住民がおこなう首狩を一般人が抱くような野蛮粗暴の
行為と見ず、むしろ土地や金銭的見返りを求めない純粋な尚武精神の発現と捉え、そうし
た精神を善導によって教化可能と見て、当時花蓮野球界で活躍するアミ族少年チームに注
目し、彼ら全員を花蓮港街立簡易農業学校に入学させ、門馬経祐を監督に据え、能高団な
るチーム名で練習に励ませる。能高団チームの活躍は目覚しく、短期日で台湾最強チーム
となる。日本人が抱く原住民野蛮観が台湾全体の実際以上の蔑視を生み出していると認識
する江口は、その払拭の最適方法として、本土日本人に容易に理解可能な“武士道的に行
動する原住民野球選手”の創造を発案し、これを、本土遠征の形で多くの日本人に目撃さ
せることによって実現しようとする。本土滞在は 1925 年 7 月 7 日から 18 日間。この間、
早稲田中学、愛知一中、広陵中学など 8 強豪校と対戦し、3 勝 4 敗 1 引き分けの成績を残す。
試合、歓迎会、講演会などにおける彼らの振る舞いが、江口が目論んだとおりにメディア
報道されていく。本章では、こうした能高団の形成過程と本土転戦時の報道内容の分析か
ら、武士道野球の理蕃政策としての特異な展開が論じられる。 
 第四章「嘉農精神としての展開」。嘉農は嘉義農林学校の略称である。これは総督府が台
湾漢民族子弟教育のために 1898 年に初等教育機関（「公学校」）を設けたのに続いて、1919
年に中等教育機関を設ける「台湾教育令」によって台南の嘉義につくられた実業学校であ
った。台北の工業学校、台中の商業学校に対し、台南に農学校が当てられたのは、阿里山
を核とする広大な森林と原野開発の目的からであった。こうした中等教育学校は当初入学
生を台湾人に限定したが、1922 年の内地延長主義的勅令第 22 号「新台湾教育令」を以って
日本人と台湾人の共学制となる。この制度は野球部の民族構成にも影響を与え、日台混成
チーム（より正しくは、日本人、漢民族、原住民の三族混成）の出現を促したが、最も成
功した例が嘉農であった。嘉農は 1928 年 4 月に野球部を設けるが、その際の民族構成は日
本人 9 人、漢民族 3 人、原住民 3 人であった。チームの強化は松山商業出身の近藤兵太郎
に委ねられた。近藤は松山商業時代に第一高等学校野球部の杉浦忠雄から徹底した一高式
武士道野球の指導を受けており、これによって、卒業後に監督として臨んだ 1925 年の第二
回全国選抜中等学校野球大会で同校を優勝に導いている。近藤の嘉農野球部監督就任は
1928 年末で、以後、独自の厳しい指導により嘉農は頭角を現し、1931 年の第 9 回全島中等
学校野球大会で優勝し、その年 8 月の第 17 回全国中等学校優勝野球大会（甲子園大会）に
出場し、準優勝を果たす。その時のチームの正選手の民族構成は日本人 3 人、漢民族 2 人、
原住民 4 人であった。日本本土と台湾で大きく報道された嘉農のこの快挙は嘉農在校生と
卒業生たちに独特のアイデンティティー形成を促し、1937 年に「嘉農精神」なる言説の出
現を見る。本章では、在校生と卒業生の社会活動の源泉と解されたこの嘉農精神が武士道
的野球部の甲子園活躍という事件を契機にいかに醸成され、国立嘉義大学と校名変更した
今日においてなお継承される状況が再構成される。 
 結章では、各章で展開された内容が簡潔に総括される。 
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